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３．３ 景観資源マップ 
 
基本的事項の確認事項の、ＳＴＥＰ１の「１）土地利用の確認事項」、ＳＴＥＰ２の

「７）景観資源の確認事項」を確認する際には、景観資源マップを活用することができる。ただし、
景観資源マップに記載がないものでも地域にとって重要な景観資源は存在するため、現地調査、
資料収集、地元市町村などの関係者等にヒアリング等を行うことにより把握すること。 

 

３－１．景観資源マップ記載データの出典と構成 
 

（１）景観資源マップに記載しているデータについて 
法的に登録されているものなど、景観資源として重要なものを記載している。所定の手続きを

経て法的に登録されている種別Ｓ・Ａを景観資源マップ「ア」に記載し、上記以外で景観検討で
行う際参考となる下表の種別Ｂ・Ｃについては、見やすくなるよう別のマップとし、景観資源マップ
「イ」に記載した。 
 

種別 使用データ内容 出典 発行年 

Ｓ 所定の手続きを経て法的に登録されているもので、かつ国の基本方針で優れた景観を有する地域として定義され
ているもの 

 

世界遺産 社団法人 日本ユネスコ協会連盟 HP 
「日本の世界遺産リスト」（平成 21年 6月現在） H21 

国指定文化財        注１ 
（重要伝統的建造物群、重要文化
的景観）           

文化庁 HP 
「国指定文化財等データベース」（平成 21年 12月現
在） 

H21 

Ａ 所定の手続きを経て法的に登録されているが、国の基本方針で優れた景観を有する地域として定義されない
もの 

 国指定文化財        注１ 
（種別 S以外） 

文化庁 HP 
「国指定文化財等データベース」（平成 21年 12月現
在） 

H21 

 県・市町村指定文化財   注２ 

沖縄県教育委員会ＨＰ 文化行政要覧平成 20 年
度 
「Ⅹ 国・県・市町村指定文化財」（平成 20年 5月 1
日現在） 

Ｈ20 

Ｂ 各自治体の計画や指針等で位置づけられているもの 
 観光振興地域 沖縄振興推進計画（沖縄県） H14 

 人文資源、自然資源、 
主なビーチ 沖縄観光振興基本計画（沖縄県） H14 

 

保全する水辺環境、御嶽や聖域、歴
史の場所、歴史にゆかりのある郷土
資源や催事の多い集落、街道・古
道・参詣道 

沖縄県広域緑地計画（沖縄県） H14 

 特定植物群落、地質・地形 自然環境の保全に関する指針（沖縄県） H11 

 

歴史的集落景観整備に関する調査 沖縄の歴史的集落景観（マーウィー等）整備に関す
る調査（内閣府沖縄総合事務局） H15 

国
等
が
選
定 

名水百選 名水百選調査検討会（環境省） 選定 
http://www2.env.go.jp/water/mizu-site/meisui/ S60 

日本の道 100選 「日本の道 100選」選定委員会 国土交通省（旧建
設省） S60・61 

森林浴の森 100選 林野庁・緑の文明学会 選定  S61 
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http://www.shinrinbunka.com/datatable/1-1-03.ht
ml 

農村景観百選 

農林水産省 HP「美しい日本のむら景観 100 選（農
村景観百選）」 
http://www.maff.go.jp/soshiki/koukai/muratai/100
sen/keikan.html 

H3 

都市景観大賞 
「都市景観１００選」 

「都市景観の日」実行委員会（国土交通省） 選定 
http://www.mlit.go.jp/crd/townscape/townscape_
b/jusyou/100jusyo.htm 

H3-12 

水源の森百選 
林野庁（選定委員会） 選定 
http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/sesakusyouk
ai/hyakusen/hyakusenntop.html 

H7 

水の郷百選 
「水の郷」審査委員会選定 国土交通省認定 
http://www.mlit.go.jp/tochimizushigen/mizsei/miz
usato/shichoson/ichiran.htm 

H7・8 

残したい日本の音風景 
100選 

環 境 省 （ 日 本 の 音 風 景 検 討 会 ）  選 定 
http://www-gis2.nies.go.jp/oto/ H8 

歴史の道百選 
選定委員会（文化庁） 選定 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t1996
1101001/t19961101001.html 

H8 

森の巨人たち百選 
林野庁 HP 林野庁選定 
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/koku
min_mori/katuyo/mori_kyojin/morinokyojin.html 

H12 

かおり風景百選 環境省（かおり風景 100選選定委員会） 選定 
http://www.env.go.jp/air/kaori/index.htm H13 

 

快水浴場百選 
環境省（快適水浴場検討会） 選定 
http://www2.env.go.jp/water/mizu-site/suiyoku20
06/ 

H18 

平成の名水百選 
平成の名水百選調査検討委員会（環境省） 選定 
http://www2.env.go.jp/water/mizu-site/newmeisui
/ 

H20 

国
が
後
援
な
ど 

日本の滝百選 
日本の滝選考会 選定 環境庁、林野庁など後援 
「日本 100選」旅案内（1998年 編者：辻原康

夫） 
H8 

日本の渚百選 「日本の渚・百選」中央委員会 選定 
農林水産省、運輸省、建設省、環境庁など後援 H7 

疎水百選 

疎水百選選定委員会（全国土地改良事業団体連
合会主催 所管：農林水産省 農村振興局土地改
良企画課） 選定 
http://inakajin.or.jp/sosui_old/hyakusen/index.ht
ml 

H18 

Ｃ 民間企業などが独自に選定しているもの 

 新おきなわ観光名所 100選 琉球新報社  Ｈ7 
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景観資源マップは、景観資源の種別だけでなく、下図のように２つの地域に分け作成した。 
 
景観資源マップの種類 
ア：種別Ｓ・Ａ 
イ：種別Ｂ・Ｃ 

・地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①沖縄本島、本島周辺の離島 
・本島 
・伊江島 
・伊是名島 
･伊平屋島 
・那覇市拡大図 
         ・・・など 

 ② 本島周辺以外の離島 
・久米島 
・慶良間列島 
・粟国島 
・渡名喜島 
・宮古島 
・多良間島 
・伊良部島 
・下地島 
・石垣島 
・西表島 
・与那国島 
・波照間島 
・北大東島 
・南大東島 
          ・・・など 
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（２）記載データの詳細 
 
国指定文化財について 

景観資源マップに記載する、国指定文化財（種別 S：赤色、種別 A：黄色）は下記の通
りとする。なお、重要無形文化財などの場所が特定できないものや特別天然記念物などの地域
に固定しないものは記載していない。 

 

＜国指定文化財種別：注１＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指定）天然記念物 

有形文化財 
（指定） 重要文化財 国 宝 

登録有形文化財 

（指定）重要無形文化財 

（指定）重要無形民俗文化財 

（指定）重要有形民俗文化財 

登録有形民俗文化財 

無形文化財 

民俗文化財 

文 

化 
財 

（玉陵、中村家住宅など） 

（新垣家住宅主屋、潮平ガーなど） 

（塩屋湾のウンガミなど） 

（紅型：個人など） 

（なし） 

（なし） 

（竹富島の生活用具） 

（指定）史 跡 特別史跡 

（指定）名 勝 
 

特別名勝 

特別天然記念物 

記念物 

文化的景観 

登録記念物 

重要文化的景観 

伝統的建造物群 
伝統的建造物 
群保存地区 

重要伝統的建造 
物群保存地区 

文化財の保存技術 選定保存技術 

埋蔵文化財 

（樹木や植物群落） 

（斎場御嶽など） 

（識名園） （伊江殿内庭園など） 

（喜屋武海岸及び荒崎海岸） 

（なし） 

（竹富町竹富島など） （なし） 

（琉球藍製造など） 

（イリオモテヤマネコなど） 

（なし） 

選択無形民俗文化財 
（泡瀬の京太郎など） 
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県・市町村指定文化財について 
景観資源マップに記載する、県・市町村指定文化財（種別 A：黄色）は下記の通りとする。

なお、無形文化財などの場所が特定できないものや天然記念物（動物）などの地域に固定し
ないものは記載していない。 

 

    ＜県・市町村指定文化財種別（注２）＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観自主条例（景観法によらない）の景観計画で位置づけられているもの 
景観自主条例（景観法によらない）の景観計画で位置づけられているものを記載すると景

観資源マップが見難くなるため、記載していない。ただし、景観資源マップにはこれらを確認するよ
う、注意書きを記載している。 

 種別 区分 例 
県指定 有形文化財 建造物 中城城跡など 
  絵画 自了筆白沢之図など 
  彫刻 桃林寺仁王像など 
  工芸品 三線翁長開鐘など 
  書跡 程順則の書など 
  古文書 仲村家文書など 
  典籍 浦添家本伊勢物語など 
  歴史資料 三府龍脈碑など 
 無形文化財 芸能 沖縄伝統舞踊など 
  工芸技術 紅型など 
  空手・古武術 沖縄の空手・古武術など 
 民俗文化財 有形民俗文化財 安里のテラなど 
  無形民俗文化財 泡瀬の京太郎など 
  選択文化財 首里王府の路次楽など 
 記念物 史跡 園比屋武御嶽など 
  名勝 今帰仁城跡など 
  天然記念物 くまや洞窟など 
市町村指定 有形文化財 有形文化財（建造

物） 
読谷山御殿の墓など 

  有形文化財 
（建造物以外） 

真志喜佐喜真家文書など 

 無形文化財 無形文化財 棒術など 
 民俗文化財 有形民俗文化財 瀬底の帝土君など 
  無形民俗文化財 手登根エイサーなど 
 記念物 史跡 新垣ヌガーなど 
  名勝 阿嘉のひげ水など 
  天然記念物 当銘のガジュマルなど 
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各自治体の観光計画及び計画・指針等で位置づけられている資源について 
（景観資源マップ：イ） 

下記資料より、景観資源として重要視される資源を景観資源マップに記載した。 
種  類 策定年月 概  要 出典ページ・数 

沖縄県振興推
進計画 
（沖縄県） 

平成 14年 
12月 

沖縄の特性を積極的に生かし、「平和で安ら
ぎと活力のある沖縄県」を目指した計画期間
10年の総合計画。沖縄振興計画に基づいて
作成した観光振興計画等の 11分野のアクシ
ョンプランを集大成し、全ての分野を体系的に
整理し、計画期間中に取り組む主な施策・事
業を可能な限り具体的に示すとともにその達
成すべき政策効果等の指標も掲げた。 

P.14 
観光振興地域（14 ヵ
所） 

沖縄観光振興
基本計画 
（沖縄県） 

平成 14年 
5月 

沖縄振興特別措置法に基づき、沖縄振興計
画およびそのアクションプランとしての沖縄県観
光振興計画と連動し、本県観光・リゾート産
業の振興に向けた課題、基本方向、施策の
展開を明らかにした。また本県の優れた地域
特性を最大限に活かし、国際的な海洋性リゾ
ート地の形成や健康保養、体験・滞在型観
光、コンベンション等の多様なニーズに対応し
た通年・滞在多型の質の高い観光・リゾート
地を形成することを目標とした計画。 

P.58 
・主な観光資源分布 
自然資源（35 ヵ所） 
人文資源（17 ヵ所） 
・ビーチの分布（52 ヵ
所） 

沖縄県広域緑
地計画 
（沖縄県） 

平成 14年 
3月 

市町村の計画範囲を超え県土の都市圏全
体を対象として展開する緑地政策の方向を
示す広域計画として実施したもので、特に都
市圏において広域的に重要な緑地の、将来
に亘る配置と確保の内容を表す計画 

P.58 
・自然的河川と河辺緑
地の保全（7 ヵ所） 
・著名湧水地湧水群
（4 ヵ所） 
・多様なサンゴ礁池・入
江と水辺緑地の保全・
充実（17 ヵ所） 
・多様な干潟・湿地と水
辺緑地の保全・充実
（10 ヵ所） 
P.62 
・御嶽や聖域、歴史の
場所等の保全と活用
（50 ヵ所） 
・歴史にゆかりのある郷
土資源や催事の多い集
落環境の保全と整備
（19 ヵ所） 
・街道・古道・参詣道の
緑地的環境の保全と整
備（11 ヵ所） 
P.74 
・郊外の景勝地エリアの
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種  類 策定年月 概  要 出典ページ・数 
保全（27 ヵ所） 

自然環境の保
全に関する指
針 
（沖縄県） 

平成 10年 
 

沖縄県環境管理計画の沖縄県における環境
問題とそれを解決するための総合的な施策の
１つとして定められた。この指針では、それぞれ
の島ごとの多様な生態系が健全な状態で維
持されるよう、地域ごとの自然の現況や特性を
把握したうえで保全すべき自然を明らかにする
とともに適切な保全のあり方を示している 

沖縄の自然環境 
・特定植物群落（165
ヵ所） 
・特異な地形・地質Ａ・
ＡＡ基準（88 ヵ所） 

沖縄の歴史的
集落景観（マ
ーウィー等）整
備に関する調
査 
（内閣府沖縄
総合事務局） 

平成 15年 
3月 

観光リゾート地としての沖縄の魅力を高めるた
めに、恵まれた自然環境に根ざした独特の集
落計画を保全・復元・修景することの可能性
およびその整備のあり方、集落で小規模ツーリ
ズムを振興する手法やその課題などを検討す
ることを目的とした調査 
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国等が選定等を行っている 100選について 
国等が選定等を行っている 100 選（種別Ｂ）は 16 種あり、景観資源としてマップに記載し

た。 
名称/選定年 選定の目的/選定機関 選定場所 

名水百選 
（昭和 60年） 

・全国に多くの形態で存在する清澄な水について、その
再発見に努め、広く国民にそれらを紹介し、啓蒙普及
を図るとともに、このことを通じ国民の水質保全への認
識を深め、併せて優良な水環境を積極的に保護する
こと等今後の水質保全行政の進展に資するものを選
定 
・名水百選調査検討会（環境省） 選定 

垣花樋川 
（玉城村） 

日本の道 100選 
（昭和 60、61年） 

・「道の日」の制定を契機に道路愛護の精神を高め、広
く国民に紹介することを目的として、日本の特色ある優
れた古今の道路を選定 

・日本の道 100選選定委員会 国土交通省（旧建設
省） 

市道金城２号の石畳
道（那覇市）、県道
黒 島 港 線 （ 竹 富
町） 

森林浴の森 100選 
（昭和 61年） 

・「森林浴」という言葉のもと、初めて森歩きが行われたの
は木曽上松町にある赤沢自然休養林とされる。１０
０選では、この赤沢自然休養林をはじめ、都市周辺の
比較的アクセスのいい身近な森林を選定 

・林野庁・緑の文明学会 選定 

沖縄県立少年自然の
家の森（石川市）、
西 表 自 然 休 養 林
（竹富町） 

農村景観百選 
（平成３年） 

・景観を１つの視点として、自らの地域を見つめなおし、
視覚的な美しさだけではなく、農村としての美しさ、快
適さを発掘し、全国的に広報普及し、農村地域の活
性化に資するものを選定 

・農林水産省 選定 

大富 、竹富 (竹富
町)、 
我 喜 屋 （ 伊 平 屋
村） 

都市景観大賞 
「都市景観１００
選」 
（平成３～12 年
度） 

・平成3年度から平成12年度までの10年間、都市景
観大賞「都市景観 100選」を実施。都市空間の構成
並びに意匠についての総合的な工夫、配慮及びその
結果作られている都市空間のデザインに着目し、総体
としての都市環境が優れた地区並びに高い水準の都
市空間デザインが行われている地区を表彰 

・「都市景観の日」実行委員会（国土交通省） 選定 

首里城周辺地区 
（那覇市） 

水源の森百選 
（平成７年） 

・森林の役割を紹介し、理解を深めることなどのために、
林野庁では、水を仲立ちとして森林と人との理想的な
関係がつくられている等の代表的な森を選定 

林野庁（選定委員会） 選定 
大川の森（国頭村） 

水の郷百選 
（平成 7・8年） 

・地域固有の水をめぐる歴史文化や優れた水環境の保
全に努め、水を活かした町づくりや村づくりに優れた成
果をあげている地域を「水の郷」として認定し、水環境
の保全等について広く国民にＰＲするとともに、水を守
り水を活かした地域づくりに資するものを選定  
・「水の郷」審査委員会選定 国土交通省認定 

玉城村 
（南城市） 

残したい日本の音風
景 100選 
（平成８年） 

・「全国各地で人々が地域のシンボルとして大切にし、将
来に残していきたいと願っている音の聞こえる環境（音
風景）を広く公募し、音環境を保全する上で特に意
義があると認められるもの」を選定 

・環境省（日本の音風景検討会） 選定 

エ イ サ ー （ う る ま
市）、後良川周辺の
亜熱帯林の生き物
（竹富町） 

歴史の道百選 
（平成８年 11月） 

・「歴史の道」の調査・整備・活用事業の実績と蓄積を
踏まえ、より一層、「歴史の道」及び地域の文化財への
国民の関心と理解を深めることを目的に、都道府県教
育委員会の協力により、全国各地の最もすぐれたもの
を選定委員会で選定 

・選定委員会（文化庁） 選定 

国頭・中頭方西海道 
（那覇市・浦添市・
恩納村） 

森の巨人たち百選 
（平成 12年） 

・国有林では、次世代への財産として健全な形で残して
いくべき巨樹・巨木を中心とした森林生態系に着目

サキシ マス オ ウ ノ キ
（竹富町）、オヒルギ
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参 

名称/選定年 選定の目的/選定機関 選定場所 
し、代表的な巨樹・巨木を選定 

・林野庁 HP 林野庁選定 
（ウダラ川上流ヒル
ギ・竹富町） 

かおり風景百選 
（平成 13年） 

・豊かなかおりとその源となる自然や文化・生活を一体と
して将来に残し、伝えていくため、“かおり風景”を広く募
集し、かおり環境として特に優れたもの 100地点選定 
・環境省（かおり風景 100選選定委員会） 選定 

竹富島の海と花のか
おり 
（竹富町） 

快水浴場百選 
（平成 18年） 

・人々が水に直接触れることができる個性ある水辺を積
極的に評価し、 これらの快適な水浴場を広く普及す
ることを目的として、「美しい」、「清らか」、 「安らげ
る」、「優しい」、「豊か」という水辺に係る新たな評価軸
に基づき選定 

・環境省（快適水浴場検討会） 選定 

国営沖縄記念公園エ
メラルドビーチ（本部
町）、万座ビーチ、リ
ザンシーパークビーチ、
サンマリーナビーチ、ム
ーンビーチ、ルネサンス
ビーチ（恩納村） 

平成の名水百選 
（平成 20年） 

・『名水百選（昭和６０年）』選定以来２０年以上
が経過しており、周辺の状況が変化している可能性が
あるため、水環境保全の一層の推進を図ることを目的
に、地域の生活に溶け込んでいる清澄な水の水環境
のなかで、特に、地域住民等による主体的かつ持続的
な水環境の保全活動が行われているものを選定 

・平成の名水百選調査検討委員会（環境省） 選定 

荻道大城湧水群 
（北中城村） 

日本の滝百選 
（平成８年） 

・自然との共生や環境保全を目的として推薦地から選定 
・日本の滝選考会 選定環境庁、林野庁など後援 

マリュドゥ滝 
（竹富町） 

日本の渚百選 
（平成８年） 

・海や海浜の重要性の啓発、生態系の保全や環境保
護といった視点に基づき、公募の中から特に優れた渚を
選定 

・「日本の渚・百選」中央委員会 選定 

二見ヶ浦海岸（伊是
名村）、イーフ（仲
里村）、佐和田の浜
（伊良部町） 

疎水百選 
（平成 18年） 

・農業・地域振興、歴史・伝統・文化、環境・景観、地
域コミュニティの形成の観点から全国の疎水がから選定 

・疎水百選選定委員会 選定 
宮古用水 
（宮古島市） 

 
民間企業などが独自に選定しているものについて 

琉球新報社が選定している「新おきなわ観光名所 100選」など、民間企業などが独自に選定
しているものは下記のとおりである。 
琉球新報社以外での民間企業による 100選等は数も少なく、文化財や国等が選定している

100選に含まれているため、出典名は明記していない。 
名称/選定 選定企業名 選定場所 

新おきなわ観光名所 100 選（平
成 7年） 

琉球新報社 豊見城城址公園、佐敷町の景観など 105箇所 

日本の自然 100 選（昭和 56
年） 

朝日新聞 八重岳、石垣島・川平湾、西表島 

新日本名木 100選（平成元年） 読売新聞 伊平屋の念頭平松、（古見の）サキシマスオウ
ノキ 

平成百景（平成 21年） 読売新聞 サンゴ礁（場所指定のなし）、エイサー祭り（指
定なし）、沖縄美ら海水族館・首里城、平和祈
念公園、竹富島 

 
 

３－２．景観資源マップ 
 
景観資源マップを次ページ以降に提示する。 
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